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佛
身
論
と
唱
題
成
佛

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

小

瀬

修

達

一
、
佛
身
論
の
成
立

天
台
に
お
け
る
三
身
即
一
の
佛
身
論
は
、
久
遠
実
成
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

「
一
代
聖
教
大
意
」
昭
和
定
本

七
一
頁

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
昭
和
定
本

七
〇
二
・
七
一
二
頁

「
夫
れ
一
心
に
十
法
界
を
具
す
。
一
法
界
に
ま
た
十
法
界
を
具
す
れ
ば
百
法
界
な
り
。
一
界
に
三
十
種
の
世
間
を
具
す
れ
ば
、
百
法
界
に

即
ち
三
千
種
の
世
間
を
具
す
。
こ
の
三
千
、
一
念
の
心
に
あ
り
。（「
摩
訶
止
観
」
五
上
観
不
思
議
境
）

（
中
略
）

妙
楽
の
承
釈
し
て
云
く
、﹇
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
身
土
は
一
念
の
三
千
な
り
。
故
に
成
道
の
時
、
こ
の
本
理
に
称
う
て
、
一
身
一
念
法
界

に
遍
し
。〕
の
文
」（「
止
観
弘
決
」
五
上

観
不
思
議
境
）

釈
迦
牟
尼
佛
が
本
時
成
道
の
時
、
身
土
一
念
三
千
の
本
理
に
称
い
、
一
身
一
念
が
法
界
に
遍
満
し
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
云
う
と
こ

ろ
の
「
本
理
に
称
う
」
と
は
、「
法
華
文
句
」
の
第
九
、
壽
量
品
、
三
如
來
を
釈
す
る
中
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
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「
法
華
文
句
」

九
下
、
壽
量
品
一
六
、
大
正
蔵
経
三
四
、

「
三
如
来
と
は
、
大
論（
大
智
度
論
）に
云
く
、
法
相
の
如
く
解
し
、
法
相
の
如
く
説
く
、
故
に
如
来
と
名
く
と
。
如
と
は
、
法
如
如
の
境

は
、
非
因
非
果
に
し
て
、
有
佛
無
佛
、
性
相
常
然
な
り
。

一
切
處
に
遍
し
て
而
し
て
異
り
有
る
事
無
き
を
如
と
為
し
、
動
ぜ
ず
し
て
而
し
て
至
る
を
來
と
為
す
、
此
れ
を
指
し
て
法
身
如
來
と
為
す

な
り
。

法
如
如
の
智
も
て
如
如
眞
實
の
道
に
乗
じ
て
來
て
妙
覺
を
成
ず
る
に
、
智
は
如
の
理
に
稱
う
、
理
に
従
て
如
と
名
づ
く
、
智
に
従
っ
て

來
と
名
づ
く
る
は
即
ち
報
身
の
如
來
な
り
、
故
に
論
に
云
く
、
法
相
の
如
く
解
す
故
に
如
來
と
名
づ
く
る
な
り
と
。

如
如
の
境
と
智
と
合
す
る
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
能
く
處
々
に
正
覺
を
成
ず
る
こ
と
を
示
す
。」

「
一
念
三
千
理
事
」

昭
和
定
本
七
九
頁

「
次
に
報
身
と
は
、
大
師
云
く
﹇
法
如
如
の
智
も
て
如
如
眞
實
の
道
に
乗
じ
て
來
て
妙
覺
を
成
ず
る
に
、
智
は
如
の
理
に
稱
う
、
理
に
従

て
如
と
名
づ
く
、
智
に
従
っ
て
來
と
名
づ
く
る
は
即
ち
報
身
の
如
來
な
り
〕
盧
舎
那
と
名
け
、
此
に
は
浄
満
と
翻
す
と
釈
せ
り
。

此
は
如
如
法
性
の
智
、
如
如
真
実
の
道
に
乗
じ
て
妙
覚
究
竟
の
理
智
法
界
と
冥
合
し
た
る
時
理
を
如
と
名
く
。
智
は
来
也
。」

図

当
知
身
土
一
念
三
千
。
故
成
道
時
称
此
本
理
一
身
一
念
遍
於
法
界

↓

○
法
如
如
智
。
乘
於
如
如
眞
實
之
道
來
成
妙
覺
。
智
稱
如
理
。
中
略
、
以
如
如
境
智
合
故
。
即
能
處
處
示
成
正
覺
。

○
此
は
如
如
法
性
の
智
乗
如
如
真
実
道
妙
覚
究
竟
の
理
智
法
界
と
冥
合
し
た
る
時
理
を
如
と
名
く
。
智
は
来
也
。
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図

理
境

法
身
佛

――――

智
稱
如
理

境
智
冥
合

能
處
處
示
成
正
覺

応
身

智
慧

報
身
佛

釈
尊
の
本
時
成
道
以
前
の
法
身
佛
は
、
無
始
無
終
・
不
動
不
変
の
存
在
と
し
て
法
界
に
遍
満
し
て
い
た

（「
遍
一
切
處
而
無
有
異
爲
如
。
不
動
而
至
爲
來
。」）が
、
法
身
の
理
境
と
し
て
あ
っ
た
の
み
で
、
衆
生
に

働
き
か
け
る
事
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

久
遠
実
成
の
時
、
報
身
の
釈
迦
牟
尼
佛
は
、
無
明
を
完
全
に
断
じ
る
事
に
よ
り
妙
覺
の
悟
り
を
開
く
と

佛
の
一
身
一
念
が
法
界
に
遍
満
し
た
。（「
故
成
道
時
称
此
本
理
一
身
一
念
遍
於
法
界
。」）

「
称
此
本
理
一
身
一
念
遍
於
法
界
」
の
本
理
と
は
法
身
の
理
境
で
あ
り
、「
智
稱
如
理
」
す
な
わ
ち
、

報
身
の
智
慧
が
法
身
の
理
境
に
沿
っ
て
遍
満
し
た（「
法
如
如
智
。
乘
於
如
如
眞
實
之
道
來
成
妙
覺
。」）の

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
境
智
冥
合
し
て
十
法
界
に
遍
満
す
る
佛
が
成
立
し（
上
の
図
・
図

参
照
）、
こ
の
遍

満
し
た
智
慧
に
三
千
世
間（
境
）が
証
さ
れ
て
一
念
三
千
が
成
立
し
た
。

ま
た
、
こ
の
法
身
の
境
と
報
身
の
智
慧
が
一
体
と
な
っ
た
佛
は
応
身
佛
を
出
現
さ
せ
る
基
盤
と
な
っ
て

存
在
し
て
い
る
為
、
実
質
上
、
三
身
即
一
の
佛
が
成
立
し
た
訳
で
あ
る
。（
図

参
照
）

以
上
の
よ
う
に
、
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
が
成
立
す
る
際
、
佛
身
に
起
き
た
現
象
を
佛
・
法
界
の
一
体
不
二
と
法
身
・
報
身
の
一
体

不
二
の
二
面
に
分
け
、

、
佛
・
法
界
の
一
体
不
二
…
佛
と
法
界
が
一
体
不
二
と
な
る
こ
と
に
よ
り
認
識
さ
れ
た
真
理
と
し
て
、

一
念

三
千
、

一
佛
乗
・
佛
性
、

絶
待
妙

開
会
、

妙
法

と

、
法
身（
境
）・
報
身（
智
）の
一
体
不
二
…
三
身
即
一
の
佛
の
成
立
を
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そ
れ
ぞ
れ
佛
身
論
を
観
点
と
し
て
検
証
し
て
み
る
。

、
佛
・
十
法
界
一
体
不
二

一
念
三
千

「
摩
訶
止
観
」
五
上
、
観
不
思
議
境
一
、
大
正
蔵
経
四
六
、

「
夫
れ
一
心
に
十
法
界
を
具
す
。
一
法
界
に
ま
た
十
法
界
を
具
す
れ
ば
百
法
界
な
り
。
一
界
に
三
十
種
の
世
間
を
具
す
れ
ば
、
百
法
界
に

即
ち
三
千
種
の
世
間
を
具
す
。
こ
の
三
千
は
一
念
の
心
に
あ
り
。
若
し
心
無
く
ば
已
み
な
ん
、
介
爾
も
心
有
れ
ば
即
ち
三
千
を
具
す
。
亦

た
一
心
前
に
在
り
一
切
の
法
後
に
在
り
と
言
は
ず
。
亦
た
一
切
の
法
前
に
在
り
一
心
後
に
在
り
と
言
は
ず
。（
中
略
）

若
し
一
心
從
り
一
切
法
を
生
ず
る
は
、
此
れ
則
ち
是
縱
な
り
。
若
し
心
一
時
に
一
切
法
を
含
む
は
、
此
れ
即
ち
是
横
な
り
。
縱
も
亦
不

可
な
り
、
横
も
亦
不
可
な
り
。
た
だ
、
心
は
是
一
切
の
法
、
一
切
の
法
は
是
心
な
る
な
り
。
故
に
縱
に
非
ず
横
に
非
ず
、
一
に
非
ず
異
に

非
ず
、
玄
妙
深
絶
に
し
て
識
の
識
る
所
に
非
ず
、
言
の
言
う
所
に
非
ず
。
所
以
に
稱
し
て
不
可
思
議
の
境
と
爲
す
。
意
こ
こ
に
在
る
な
り

云
云
。」

「
止
観
弘
決
」
五
上
、
観
不
思
議
境
一
、
大
正
蔵
経
四
六
、

「
そ
れ
一
心
の
下
は
理
境
を
結
成
す
。（
中
略
）

ま
さ
に
知
る
べ
し
、
身
土
は
一
念
の
三
千
な
り
。
故
に
成
道
の
時
、
こ
の
本
理
に
称
う
て
、
一
身
一
念
法
界
に
遍
し
。」
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法
身
佛
は
、
無
始
無
終
の
存
在
と
し
て
法
界
に
遍
満
し
て
い
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
妙
楽
大
師
が
釈
す
る
「
こ
の
本
理
に
称
う
て
、
一
身

一
念
法
界
に
遍
し
。」
の
本
理
と
は
、
三
千
世
間
に
遍
満
す
る
法
身
の
理
境（
身
土
一
念
三
千
）で
あ
り
、
久
遠
実
成
の
時
、「
法
如
如
の
智

も
て
如
如
眞
實
の
道
に
乗
じ
て
來
て
妙
覺
を
成
ず
る
に
、
智
は
如
の
理
に
稱
う
。」（「
法
華
文
句
」
前
掲
）と
、
報
身
の
智
慧
が
法
身
の
理

境
に
沿
っ
て
十
法
界
に
遍
満
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
境
智
冥
合
し
て
法
界
と
一
体
不
二
と
な
っ
た
佛
が
成
立
し
、
佛
慧
が
法
界（
三

千
世
間
）に
遍
満
し
た
こ
と
に
よ
り
、
境
で
あ
る
三
千
世
間
を
証
し
て
一
念
三
千
が
成
立
し
た
。

一
念
三
千
は
、
本
時
成
道
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
佛
慧
﹇
智
〕
が
法
界
﹇
境
〕
に
遍
満
し
た
こ
と
に
よ
り
、
佛
慧
﹇
智
〕
と
法
界（
三

千
世
間
）﹇
境
〕
が
合
一
﹇
境
智
冥
合
〕
し
、
法
界
全
体（
三
千
世
間
）が
同
時
に
佛
の
認
識
と
な
る
状
態
と
い
え
る
。
こ
の
成
道
に
お
け

る
実
証
を
も
っ
て
一
念
三
千
の
成
立
と
し
た
訳
で
あ
る
。
故
に
、
衆
生
に
お
い
て
も
一
念
に
三
千
を
同
時
に
観
ず
る
こ
と
が
行
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
念
と
三
千
の
関
係
は
、
一
念
か
ら
三
千（
一
切
法
）が
生
じ
る
も
の
で
も
、
一
念
に
三
千（
一
切
法
）を
含
む
も
の
で
も
な

く
、「
心
は
是
一
切
の
法
、
一
切
の
法
は
是
心
な
る
な
り
。」
と
、
心
と
三
千（
一
切
法
）の
合
一
、
即
ち
、「
境
智
冥
合
」
を
以
て
悟
り
の

境
地
と
し
て
い
る
。

「
事
理
供
養
御
書
」
昭
和
定
本
一
二
六
三
頁
の
「
爾
前
の
経
々
の
心
は
、
心
よ
り
万
法
を
生
ず
。
譬
へ
ば
心
は
大
地
の
ご
と
し
、
草
木

は
万
法
の
ご
と
し
と
申
す
。
法
華
経
は
し
か
ら
ず
。
心
す
な
は
ち
大
地
、
大
地
則
ち
草
木
な
り
。
爾
前
経
々
の
心
は
、
心
の
す
む
は
月
の

ご
と
し
、
心
の
き
よ
き
は
花
の
ご
と
し
。
法
華
経
は
し
か
ら
ず
。
月
こ
そ
心
よ
、
花
こ
そ
心
よ
と
申
す
法
門
な
り
。」
の
文
は
、
こ
の

「
摩
訶
止
観
」
観
不
思
議
境
の
文
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
念
三
千
に
お
け
る
境
智
冥
合
の
境
地
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
佛
乗
・
佛
性

「
法
華
玄
義
」
五
下
、
釋
名
三
法
妙
、
大
正
蔵
経
三
三
、
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「
此
の
經
の
三
軌
は
共
に
大
乘
を
成
ず
。
彼
は
法
身
の
徳
を
明
す
。
此
は
實
相
と
云
う
。

（
中
略
）

但
だ
涅
槃
は
佛
性
を
以
て
宗
と
爲
す
も
、
一
乘
の
義
を
明
さ
ざ
る
に
非
ず
。

今
經
は
一
乘
を
以
て
宗
と
爲
す
も
、
佛
性
の
義
を
明
さ
ざ
る
に
非
ず
。」

佛
身

佛
性

涅
槃
経

法
身
遍
在

――――
教
法

一
佛
乗

法
華
経

涅
槃
経
の
「
一
切
衆
生

悉
有
佛
性
」
の
説
は
、
法
身
佛
が
法
界
に
遍
在
す
る
故
に
、
一
切
衆
生
は
佛
の
性
質
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を

「
佛
性
」
と
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
法
華
経
で
は
、
こ
の
一
佛
が
法
界
に
遍
在
す
る
状
態
を
法
身

佛
法（
一
佛
乗
）と
し
て
、「
十
方
佛

土
中

唯
有
一
乗
法
」
と
、
一
佛
乗
を
九
法
界
の
衆
生
に
開
会
す
る
「
一
乗
」
で
あ
る
か
ら
、「
佛
性
」
は
法
身
に
お
け
る
佛
身
の
法
界

遍
在
、「
一
乗
」
は
佛
法
の
法
界
遍
在
と
し
て
、「
法
佛
一
体
」（
法
身

佛
法
）の
同
一
真
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

絶
待
妙

開
会

「
摩
訶
止
觀
」
一
上
、
發
大
心
一
、
大
正
蔵
経
四
六
、
９

「
普
賢
觀（
結
経
）に
云
く
、﹇
毘
盧
遮
那
遍
一
切
處
〕。
即
ち
其
の
義
也
。

當
に
知
る
べ
し
一
切
法
は
即
ち
佛
法
な
り
。
如
來
法
界
な
る
が
故
な
り
。」
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「
法
華
玄
義
」
二
上
、
釋
名
絶
待
妙
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
四
に
圓
教
若
し
起
れ
ば
、
無
分
別
の
法
を
説
く
。
邊
に
即
し
て
而
も
中
、
佛
法
に
非
ざ
る
こ
と
無
く
、

亡
泯
清
淨
な
り
。
豈
に
更
に
佛
法
あ
っ
て
佛
法
に
待
せ
ん
や
、

如
來
法
界
な
る
が
故
に
、
法
界
の
外
に
出
で
て
、
復
た
法
あ
っ
て
相
形
比
す
べ
き
も
の
無
し
。

誰
を
待
し
て
麁
と
爲
し
、
誰
に
形
へ
て
妙
な
る
こ
と
を
得
ん
。
待
す
可
き
所
無
く
、
亦
た
絶
す
る
所
無
し
。

知
ら
ず
、
何
に
名
け
て
強
て
言
て
絶
と
為
さ
ん
。」

「
法
華
玄
義
釋
籤
」
二
上
、
釋
名
絶
待
妙
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
初
の
文
は
、
既
に
﹇
圓
教
若
し
起
れ
ば
無
分
別
の
法
を
説
く
〕
と
云
う
。

教
に
譚
す
る
所
の
﹇
絶
〕
は
、
前
の
諸
教
を
絶
す
る
故
に
﹇
亡
泯
〕
と
云
う
。

次
に
﹇
豈
に
更
に
〕
の
下
は
、
明
絶
待
の
相
状
を
明
か
す
。

法
界
體
一
に
し
て
、
復
た
形
待
無
き
こ
と
を
明
か
す
。

﹇
誰
を
待
し
て
麁
と
爲
し
〕
等
と
は
、
能
待
な
き
を
明
か
す
。
能
は
即
ち
是
れ
妙
な
り
。
法
の
外
に
法
無
し
。

誰
を
待
し
て
麁
妙
と
せ
ん
。﹇
待
す
可
き
所
無
く
〕
等
と
は
、
所
絶
無
き
を
明
か
す
。

所
は
即
ち
是
れ
麁
な
り
。
法
の
外
に
法
無
し
、
故
に
所
絶
無
し
。」

教
法

一
佛
乗

法
開
会

絶
待
妙

佛
・
十
法
界
・
一
切
法

――――
佛
身

九
界
具
佛
界

人
開
会
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こ
の
様
に
天
台
は
、
十
法
界
と
佛
が
一
体
不
二
で
あ
る
状
態
を
「
如
来
法
界
」
と
呼
び
、
法
界
と
佛（
法
身
）が
一
体
不
二
で
あ
り
、
相
対

す
る
も
の
の
な
い
絶
対
の
境
地（「
明
法
界
體
一
無
復
形
待
。」）を
「
絶
待
妙
」
と
し
た
。
こ
の
境
地
で
は
、
十
法
界
の
全
て
の
存
在
・
法

則（
一
切
法
）は
、
仏
法（
法
身
）と
一
体
不
二
で
あ
る
故
に
、
全
て
は
仏
法（
一
佛
乗
）で
あ
る
と
い
う
思
想
が
開
麁
顕
妙
す
な
わ
ち
「
開

会
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
佛
身
論
を
表
と
し
て
開
会
を
考
え
る
と
、
法
界
に
遍
満
す
る
久
遠
本
佛
と
九
界
の
衆
生
と
の
一
体
不
二
を

説
く
の
が
「
人
開
会
」
で
あ
り
、
法
身
佛
は
仏
法（
一
佛
乗
）で
あ
る
か
ら
、
こ
の
仏
法
と
爾
前
経
・
世
法
と
の
一
体
不
二
を
説
く
の
が

「
法
開
会
」
で
あ
る
。

妙
法

「
法
華
玄
義
」
一
上
、
序
王
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
序
王
。
言
う
所
の
妙
と
は
、
妙
は
不
可
思
議
と
名
く
る
也
。
言
う
所
の
法
と
は
、
十
界
十
如
權
實
の
法
也
。」

「
法
華
玄
義
」
一
上
、
本
序
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
又
た
妙
と
は
、
十
法
界
十
如
の
法
な
り
。
此
の
法
即
ち
妙
、
此
の
妙
即
ち
法
、
二
無
く
別
無
し
、
故
に
妙
と
言
う
也
。（
中
略
）妙
即
ち

法
界
、
法
界
即
ち
妙
と
は
、
體
を
叙
す
る
也
。」

「
止
観
弘
決
」
一

二
、
灌
頂
縁
起
、
大
正
蔵
経
四
六
、

「
正
し
く
法
華
を
引
い
て
妙
法
の
體
を
示
す
。
法
體
は
祗
だ
是
れ
同
體
の
境
智
な
り
。」
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「
法
華
玄
義
」
一
上
、
七
番
共
解
一
票
章
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
分
別
と
は
、
但
だ
法
に
麁
妙
有
り
。
若
し
隔
歴
の
三
諦
は
麁
法
也
。
圓
融
の
三
諦
は
妙
法
也
。」

境
智
冥
合
し
た
釈
迦
牟
尼
佛
が
法
界
と
一
体
不
二
と
な
っ
た
真
理
を
妙
法
と
云
い
、
三
諦
圓
融
の
理
を
表
す
。

「
法
華
玄
義
」
二
上
、
釋
名
正
解
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
四
に
正
し
く
今
意
を
論
ず
る
に
二
と
為
す
。
先
に
略
し
て
彼
の
名
を
用
い
て
妙
の
義
を
顯
す
。

因
に
三
義
を
具
す
る
と
は
、
一
法
界
に
九
法
界
を
具
す
る
を
體
廣
し
と
名
く
。

九
法
界
の
佛
法
界
に
即
す
る
を
位
高
し
と
名
く
。

十
法
界
の
即
空
・
即
假
・
即
中
な
る
を
用
長
し
と
名
く
。
一
に
即
し
て
而
も
三
を
論
じ
、
三
に
即
し
て
而
も
一
を
論
ず
。
各
異
に
非

ず
、
亦
た
横
に
非
ず
、
亦
た
一
に
非
ず
、
故
に
妙
と
稱
す
る
也
。

果
の
體
に
三
義
を
具
す
と
は
、
體
は
一
切
處
に
遍
ず
る
を
體
廣
し
と
名
く
。
久
し
く
已
に
成
佛
し
て
久
遠
久
遠
な
る
を
位
高
し
と
名

く
。
本
よ
り
迹
を
垂
れ
、
過
・
現
・
未
來
三
世
に
物
を
益
す
る
を
用
長
し
と
名
く
。
是
を
因
果
六
義
、
餘
經
に
異
な
る
な
り
と
為
す
、
是

の
故
に
妙
と
稱
す
。」
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一
法
界
具
九
法
界
名
體
廣
。

十
界
互
具

因
具
三
義

――――

九
法
界
即
佛
法
界
名
位
高
。

九
界
具
佛
界（
開
会
）

十
法
界
即
空
即
假
即
中
名
用
長
。

円
融
三
諦

妙

因
果
六
義

――――――――

體
遍
一
切
處
名
體
廣
。

法
身
偏
在

果
體
具
三
義

――――
久
已
成
佛
久
遠
久
遠
名
位
高
。

久
遠
実
成

從
本
垂
迹
過
現
未
來
三
世
益
物
名
用
長
。
三
身
即
一
・
三
世
益
物

「
法
華
玄
義

別
釋

釋
名
」
に
お
い
て
「
妙
の
義
」
を
略
し
て
「
因
果
六
義
」
に
解
釈
し
て
い
る
。

久
遠
実
成（
位
高
）の
時
、
佛
の
智
慧
が
法
身
偏
在
の
境（
體
廣
）に
遍
満
す
る
こ
と
に
よ
り
、
境
智
冥
合
し
た
釈
迦
牟
尼
佛
が
成
立
し
、

こ
の
法
身
・
報
身
の
一
体
と
な
っ
た
佛
を
本
地
佛
と
し
て
、
垂
迹
佛
で
あ
る
応
身
佛
が
応
現
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
久
遠
実
成
の
当
初
に

三
身
即
一
の
佛
が
成
立
し
、
三
世
に
衆
生
を
利
益
す
る
活
動（
用
長
）も
こ
の
時
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に
な
る（
果
體
具
三
義
）。「
因
具
三

義
」
の
内
容
は
、
十
界
互
具
で
あ
る
が
、
こ
の
久
遠
実
成
の
時
、
因
位
の
九
法
界
に
佛
法
界
が
遍
満
し
た
事
に
よ
り
、
九
界
に
佛
界
が
具

さ
れ
て（
位
高
）十
界
互
具
が
成
立
し
た（
體
廣
）。
十
界
互
具
は
、
法
界
に
佛
慧
が
遍
満
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
法
界
が
互
い
に
融
合
す
る

こ
と
が
認
識
で
き
る
円
融
三
諦（
用
長
）を
理
論
の
根
底
に
も
つ
訳
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
因
果
六
義
」
に
示
さ
れ
る
「
妙
の
義
」

は
、
久
遠
実
成
に
よ
り
成
立
し
た
法
界
に
遍
満
す
る
釈
迦
牟
尼
佛
の
存
在
様
相
と
救
済
活
動
を
総
称
し
た
も
の
と
言
い
得
る
だ
ろ
う
。
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境

所
証

法
身

佛
性
・
一
佛
乗

妙
法（
境
・
智
）十
法
界

――――
智

能
証

報
身

佛
慧

久
遠
実
成
の
時
、
釈
迦
牟
尼
佛
が
法
界
に
遍
満
し
、
境
智
冥
合
し
て
法
界
と
釈
迦
牟
尼
佛
が
一
体
不
二
と
な
っ
た
状
態
が
唯
一
絶
対
の

真
理
「
妙
法
」
で
あ
る
。
佛
が
法
界
に
偏
在
す
る
故
に
、
こ
の
中
の
衆
生
は
悉
く
「
佛
性
」
を
具
し
、
こ
の
一
佛
の
法
界
遍
在
を
教
法
と

し
て
「
一
佛
乗
」
と
云
い
、
仏
と
法
界
の
一
体
不
二
な
る
関
係
を
明
か
す
の
が
「
開
会
」
で
あ
る
。

、
法
身（
境
）・
報
身（
智
慧
）一
体
不
二

三
身
即
一
の
成
立

「
法
華
文
句
」
九
下
、
壽
量
品
一
六
、
大
正
蔵
経
三
四
、

「
此
の
品
の
詮
量
は
、
通
じ
て
三
身
を
明
か
す
。

若
し
別
意
に
従
は
ば
、
正
し
く
報
身
に
在
り
。
何
を
以
て
の
故
に
義
便
に
文
會
す
。

義
便
と
は
、
報
身
の
智
慧
は
上
に
冥
じ
下
に
契
う
て
三
身
宛
足
す
、
故
に
義
便
と
言
う
。

文
會
と
は
、﹇
我
れ
成
佛
し
て
よ
り
已
來
、
甚
だ
大
に
久
遠
な
り
。〕

故
に
能
く
三
世
に
衆
生
を
利
益
し
た
ま
う
と
、
所
成
は
即
ち
法
身
、
能
成
は
即
ち
報
身
、

法
と
報
と
合
す
る
が
故
に
、
能
く
物
を
益
す
、
故
に
文
會
と
言
う
。

此
を
以
て
之
を
推
す
に
、
正
意
は
是
れ
報
身
佛
の
功
徳
を
論
ず
る
也
。」
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「
摩
訶
止
観
」
六
下
、
破
遍
横
竪
、
大
正
蔵
経
四
六
、

「
又
金
光
明（
経
）に
稱
し
て
應
身
と
爲
す
、
境
智
相
應
す
る
也
。

境
に
就
い
て
法
身
と
爲
し
、
智
に
就
い
て
報
身
と
爲
し
、
用
を
起
す
を
應
身
と
爲
す
。」

境
智
冥
合
し
て
法
身
と
報
身
が
一
体
と
な
っ
た
佛
は
、
法
界
内
の
衆
生
教
化
の
為
に
応
身
佛
と
し
て
出
現
す
る
事
が
可
能
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
本
時
成
道
の
時
、
法
身
と
報
身
が
一
体
と
な
っ
た
事
に
よ
り
応
身
出
現
の
基
盤
が
完
成
し
、
三
身
即
一
の
佛
が
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
法
身
佛
は
報
身
の
成
道
に
よ
っ
て
初
め
て
存
在
が
証
さ
れ
、
法
身
と
報
身
が
一
体
と
な
り
応
身
が
出
現
可
能
に
な
っ
た

事
か
ら
、
本
時
成
道
の
時
、
三
身
の
顕
本
が
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
報
身
智
慧
上
冥
下
契
」

三
身
即
一
の
佛
身
の
中
心
は
、
報
身
佛
で
あ
り
、
報
身
佛
の
智
慧
は
、
上
は
法
身
佛（
境
）と
境
智
冥
合
し
て
一
体
と
な
り
、
一
佛
乗
の

真
理
を
体
現
し
、
下
は
応
身
佛
の
智
慧
と
な
っ
て
衆
生
を
利
益
す
る
と
い
う
流
動
性
を
も
っ
た
働
き
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
三
身
の
中
で

佛
の
心
の
働
き
を
司
る
の
が
報
身
の
智
慧
で
あ
る
。

中
道

上
冥

空
・
仮（
二
辺
）

―

―

絶
対

法

身

報

身

応

身

相
対

―

―

下
契
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三
諦
円
融

即
空
即
仮
即
中（
不
但
中
）

｜
中
即
而
辺（
中
即
空
仮
）
絶
対
即
相
対

――｜
辺
即
而
中（
空
仮
即
中
）
相
対
即
絶
対

即
空
即
仮
即
中
の
三
諦
円
融
の
理
を
二
元
的
に
表
す
と
、「
中
即
而
辺（
中
即
空
仮
）」
・
「
辺
即
而
中（
空
仮
即
中
）」
と
な
る
。

報
身
の
智
慧
は
、
上
は
法
身
の
中
道
絶
対
の
境
地
か
ら
下
は
空
仮
相
対
す
る
現
実
世
界
へ
、
絶
対
か
ら
相
対
、
相
対
か
ら
絶
対
へ
自
在

に
認
識
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
中
道
絶
対
の
真
理
の
み（
但
中
）な
ら
ば
、
現
実
世
界
に
応
現
で
き
ぬ
訳
で
あ
る
か
ら
「
報
身
智
慧
上
冥

下
契
」
は
、
報
身
の
智
慧
の
働
き
が
、
中
即
空
仮
・
空
仮
即
中
の
三
諦
円
融
の
理（
不
但
中
）を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
一
念
三
千
理
事
」

昭
和
定
本
七
九
頁

「
次
に
報
身
と
は
、
大
師
云
く
﹇
法
如
如
の
智
も
て
如
如
眞
實
の
道
に
乗
じ
て
來
て
妙
覺
を
成
ず
る
に
、
智
は
如
の
理
に
稱
う
、
理
に
従

て
如
と
名
づ
く
、
智
に
従
っ
て
來
と
名
づ
く
る
は
即
ち
報
身
の
如
來
な
り
〕

盧
舎
那
と
名
け
、
此
に
は
浄
満
と
翻
す
と
釈
せ
り
。

此
は
如
如
法
性
の
智
、
如
如
真
実
の
道
に
乗
じ
て
妙
覚
究
竟
の
理
智
法
界
と
冥
合
し
た
る
時
理
を
如
と
名
く
。
智
は
来
也
。」

「
法
華
文
句
」
九
下
、
壽
量
品
一
六
、
大
正
蔵
経
三
四
、

「
智
は
如
の
理
に
稱
う
、
理
に
従
て
如
と
名
づ
く
、
智
に
従
っ
て
來
と
名
づ
く
る
は
即
ち
報
身
の
如
來
な
り
、
故
に
論（
大
智
度
論
）に
云

く
、
法
相
の
如
く
解
す
故
に
如
來
と
名
づ
く
る
な
り
と
。

如
如
の
境
と
智
と
合
す
る
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
能
く
處
々
に
正
覺
を
成
ず
る
こ
と
を
示
す
。

水
銀
は
眞
金
に
和
し
て
、
能
く
諸
の
色
像
を
塗
る
。
功
徳
は
法
身
と
和
し
て
處
處
に
應
現
し
て
往
く
。
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八
相
成
道
し
て
妙
法
輪
を
轉
ず
る
は
、
即
ち
應
身
の
如
來
な
り
。」

「
法
華
玄
義
」
五
下
、
類
通
三
身
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
法
界
性
論
に
云
く
、
水
銀
は
眞
金
に
和
し
て
能
く
諸
の
色
像
を
塗
る
。

功
徳
は
法
身
と
和
し
て
處
處
に
應
現
し
て
往
く
。」

境

法
身

眞
金

――――
水
銀
和
眞
金
能
塗
諸
色
像

境
智
冥
合

處
處
應
現

応
身

智

報
身

水
銀

「
水
銀
和
眞
金
能
塗
諸
色
像
」
つ
ま
り
は
、
純
金
を
水
銀
に
溶
か
す
こ
と
に
よ
り
、
流
動
性
を
も
っ

た
物
質
と
な
り
、
様
々
な
像
に
塗
布
す
る
事
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
境

法
身
と
智

報
身

が
境
智
冥
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
佛
慧
が
法
身
の
境
に
沿
っ
て
移
動
で
き
る
と
い
う
流
動
性
を
も
つ
存

在
に
な
り
、
衆
生
と
感
応
す
る
と
こ
ろ
法
界
内
の
ど
の
場
所
に
も
応
身
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
訳
で
あ
る
。（
上
図
参
照
）

境
智
冥
合
し
た
佛
が
法
界
に
遍
満
し
て
い
る
事
に
よ
り
、
佛
の
智
慧
は
、
常
に
法
界
内
の
全
て
の
存

在
を
同
時
に
認
識
し
た
状
態
に
あ
る
。
こ
の
智
慧
が
法
界
内
の
衆
生
の
求
め
を
感
知
し
、
そ
こ
へ
応
身

佛
を
出
現
さ
せ
る
。
報
身
佛
は
、
応
身
の
智
慧
と
な
っ
て
衆
生
教
化
に
あ
た
る
。
こ
の
様
な
壮
大
な
シ

ス
テ
ム
が
本
時
成
道
と
共
に
完
成
し
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
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二
、
唱
題
成
佛

以
上
の
佛
身
論
を
踏
ま
え
た
上
で
唱
題
成
佛
を
考
え
て
み
る
。

「
法
華
玄
義
」
一
上
、
七
番
共
解
一
票
章
、
大
正
蔵
経
三
三
、

「
宗
と
は
三
と
爲
す
。
一
に
は
示
、
二
に
は
簡
、
三
に
は
結
な
り
。

宗
と
は
要
也
。
所
謂
る
佛
の
自
行
の
因
果
を
以
て
宗
と
為
す
也
。

云
何
ん
が
要
と
爲
す
。
無
量
の
衆
善
、
因
を
言
へ
ば
則
ち
攝
し
、

無
量
の
證
得
、
果
を
言
へ
ば
則
ち
攝
す
。
綱
維
を
提
ぐ
る
に
目
と
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
無
く
、

衣
の
一
角
を
牽
く
に
縷
と
し
て
來
ら
ざ
る
こ
と
無
き
が
如
し
。
故
に
宗
要
と
言
う
。

然
る
に
諸
の
因
果
、
善
く
須
ら
く
明
か
に
識
る
べ
し
。

（
中
略
）

意
を
取
て
言
を
爲
さ
ば
、
因
は
久
遠
之
實
修
を
窮
め
、
果
は
久
遠
之
實
證
を
窮
む
。

此
の
如
く
の
因
は
、
竪
に
七
種
の
方
便
よ
り
高
く
、
横
に
十
法
界
法
を
包
む
。

初
に
此
の
實
相
の
行
を
修
す
る
を
名
け
て
佛
因
と
爲
し
、
道
場
に
得
る
所
を
名
け
て
佛
果
と
為
す
。

但
だ
智
を
以
て
知
る
可
し
、
言
以
て
具
に
可
か
ら
ず
。

略
し
て
此
の
如
き
因
果
を
擧
げ
て
、
以
て
宗
要
と
爲
す
耳
。」

「
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
」

昭
和
定
本
九
〇
二
頁
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「
爾
の
時
に
大
覚
世
尊
寿
量
品
を
演
説
し
、
然
し
て
後
に
十
神
力
を
示
現
し
て
四
大
菩
薩
に
付
属
し
た
ま
う
。
其
の
所
属
の
法
は
何
物

ぞ
、
法
華
経
の
中
に
も
広
を
捨
て
て
略
を
取
り
、
略
を
捨
て
て
要
を
取
る
。
所
謂
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
、
名
体
宗
用
教
の
五
重
玄

也
。」「

宗
と
は
要
也
。」

神
力
品
に
お
い
て
、
釈
尊
は
、
地
涌
の
四
菩
薩
に
法
華
経
を
名
体
宗
用
教
の
五
重
玄
義
に
要
約
し
て
付
属
し
た（
結
要
付
属
）。
こ
の
五

重
玄
義
が
妙
法
五
字
の
内
容
で
あ
る
が
、「
法
華
玄
義
」
で
は
、
更
に
、
五
重
玄
義
の
中
で
宗
玄
義
に
功
徳
内
容
が
要
約
さ
れ
て
説
か
れ

て
い
る
。

「
聖
愚
問
答
鈔

上
」

昭
和
定
本
三
九
〇
頁

「
玄
義
に
は
、
名
体
宗
用
教
の
五
重
玄
を
建
立
し
て
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
功
能
を
判
釈
す
。
五
重
玄
を
釈
す
る
中
の
宗
の
釈
に
云
く

﹇
綱
維
を
提
ぐ
る
に
目
と
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
無
く
、
衣
の
一
角
を
牽
く
に

縷
と
し
て
來
ら
ざ
る
こ
と
無
き
が
如
し
。〕

意
は
此
妙
法
蓮
華
経
を
信
仰
し
奉
る
一
行
に
、
功
徳
と
し
て
来
ら
ざ
る
事
な
く
、
善
根
と
し
て
動
か
ざ
る
事
な
し
。
譬
ば
綱
の
目
無
量

な
れ
ど
も
、
一
つ
の
大
綱
を
引
に
不
動
目
も
な
く
、
衣
の
絲
筋
巨
多
な
れ
ど
も
、
一
角
を
取
る
に
絲
筋
と
し
て
来
ら
ざ
る
こ
と
な
き
が
如

し
と
云
義
也
。」

題
目
の
功
徳
は
五
重
玄
義
に
要
約
し
て
説
か
れ
る
が
、
宗
玄
義
で
は
、
こ
の
因
果
の
功
徳
は
、「
無
量
の
衆
善
、
因
を
言
へ
ば
則
ち
攝

し
、
無
量
の
證
得
、
果
を
言
へ
ば
則
ち
攝
す
。」
と
、
佛
の
修
し
た
無
量
の
善
行
が
因
に
収
め
ら
れ
、
無
量
の
悟
り
が
果
に
収
め
ら
れ
る
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事
か
ら
、
網
や
布
の
一
点
を
摘
ん
で
引
く
と
、
全
体
が
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
華
経
全
体
の
功
徳
が
題
目
に
集

約
さ
れ
て
衆
生
に
授
与
さ
れ
る
と
説
か
れ
る
。

「
宗
と
は
要
也
。
所
謂
る
佛
の
自
行
の
因
果
を
以
て
宗
と
為
す
也
。」

「
意
を
取
て
言
を
爲
さ
ば
、
因
は
久
遠
之
實
修
を
窮
め
、
果
は
久
遠
之
實
證
を
窮
む
。

此
の
如
く
の
因
は
、
竪
に
七
種
の
方
便
よ
り
高
く
、
横
に
十
法
界
法
を
包
む
。」

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」

昭
和
定
本
七
一
一
頁

「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与

え
た
も
う
。」

「
観
心
本
尊
抄
」
の
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
」
と
は
、
こ
の
宗
玄
義
の
「
佛
自
行
因
果
」
で
あ
り
、「
因
行
」
と
は
、「
久
遠
之
實

修
」
で
あ
り
、「
果
徳
」
と
は
、「
久
遠
之
實
證
」
で
あ
る
。
題
目
に
は
、
こ
の
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
の
實
修
・
實
證
を
因
行
・
果
徳

と
し
て
「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
」
し
て
い
る
。

こ
の
因
果
の
中
に
十
法
界
内
の
一
切
の
法
「
十
法
界
法
」、
延
い
て
は
、
釈
迦
牟
尼
佛
の
久
遠
実
成
の
悟
り
「
久
遠
之
實
證
」
で
あ
る

「
一
念
三
千
」
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
事
と
な
る
。

「
初
に
此
の
實
相
の
行
を
修
す
る
を
名
け
て
佛
因
と
爲
し
、
道
場
に
得
る
所
を
名
け
て
佛
果
と
為
す
。
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但
だ
智
を
以
て
知
る
可
し
、
言
を
以
て
具
に
可
か
ら
ず
。」

こ
れ
ら
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
」
は
、
言
語
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
佛
の
「
智
慧
」
を
も
っ
て
の
み
認
識
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
因
行
果
徳
」
と
い
う
釈
迦
牟
尼
佛
の
功
徳
内
容
は
、
佛
の
「
智
慧
」
を
「
受
持
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
譲
与
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」（
前
掲
）

「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与

え
た
も
う
。」

「
法
華
文
句
」
九
下
壽
量
品
（
前
掲
）

「
報
身
の
智
慧
は
上
に
冥
じ
下
に
契
う
（
中
略
）
正
意
は
是
れ
報
身
佛
の
功
徳
を
論
ず
る
也
。」

釈
尊
因
行
果
徳
二
法

報
身
佛
功
徳（
報
身
智
慧
上
冥
下
契
）
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足

因
行
を
修
し
果
徳
を
得
た
佛
は
報
身
佛
で
あ
り
、「
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
」
と
は
報
身
佛
の
功
徳
で
あ
る
。
三
身
の
中
で
報
身
佛
は
、

本
時
成
道
以
来
、
上
は
法
身
佛（
境
）と
境
智
冥
合
し
て
一
体
と
な
り
、
一
佛
乗
の
真
理
を
体
現
し
、
下
は
応
身
佛
の
智
慧
と
な
っ
て
衆
生

を
利
益
す
る
と
い
う
流
動
性
を
も
っ
た
智
慧
の
働
き
を
成
し
て
い
る
。
宗
祖
以
前
の
天
台
教
学
で
題
目
の
内
容
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
報

身
佛
功
徳
」
で
あ
る
流
動
性
を
も
っ
た
佛
の
「
智
慧
」
を
「
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
」
し
た
も
の
が
題
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
自
然
譲
与
彼
因
果
功
徳
」
と
は
、
題
目
を
受
持
す
る
事
に
よ
り
、
衆
生
の
佛
性
は
法
身
と
同
体
で
あ
る
故
に
、
題
目
の
功
徳
で
あ
る
報

身
の
「
智
慧
」
が
、
感
応
道
交
し
て
、
衆
生
個
々
の
佛
性
に
繋
が
る
法
身
の
境
に
沿
っ
て
伝
わ
り
、
佛
か
ら
衆
生
へ
と
譲
与
さ
れ
る
こ
と

が
「
自
然
譲
与
」
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
唱
題
受
持
と
は
、
唱
題
を
繰
り
返
す
事
に
よ
り
、
衆
生
個
々
の
佛
性
に
題
目
の
佛
慧
を
定
着
さ
せ
る
事
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

報
身
の
智
慧
は
法
界
に
遍
満
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
凡
夫
の
心
に
本
来
具
す
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
佛
の
応
現
を
必
要
と
し
な
い
訳
で

あ
る
か
ら
、
天
台
は
智
慧
の
遍
満
を
佛
の
み
認
識
で
き
る
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
性
種
の
佛
性
に
対
し
て
、
題

目
は
乗
種
の
佛
慧
で
あ
り
、
地
涌
の
菩
薩
の
下
種
を
必
要
と
す
る
。

「
四
信
五
品
鈔
」

昭
和
定
本
一
二
九
六
頁

「
問
う
。
末
法
に
入
て
初
心
の
行
者
必
ず
円
の
三
学
を
具
す
る
や
い
な
や
。
答
え
て
曰
く
、
此
の
義
大
事
た
り
。
故
に
経
文
を
勘
え
出
し

て
貴
辺
に
送
付
す
。
所
謂
る
五
品
の
初
二
三
品
に
は
、
仏
正
し
く
戒
定
の
二
法
を
制
止
し
て
、
一
向
に
慧
の
一
分
に
限
る
。
慧
又
堪
え
ざ

れ
ば
信
を
以
て
慧
に
代
う
。
信
の
一
字
を
詮
と
為
す
。
不
信
は
一
闡
提
謗
法
の
因
、
信
は
慧
の
因
、
名
字
即
位
也
。」

仏
道
修
行
は
本
来
、
戒
・
定
・
慧
の
三
学
を
修
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
末
法
で
は
、
三
学
は
智
慧
行
に
集
約
さ
れ
、
末
法
の
衆
生
は
名

字
即
位
に
お
い
て
、
題
目（
名
字
）を
唱
え
る
以
信
代
慧
の
行（
唱
題
行
）が
提
唱
さ
れ
た
。

「
一
念
三
千
理
事
」

昭
和
定
本
七
九
頁
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「
次
に
報
身
と
は
、
大
師
云
く
﹇
法
如
如
の
智
も
て
如
如
眞
實
の
道
に
乗
じ
て
來
て
妙
覺
を
成
ず
る
に
、
智
は
如
の
理
に
稱
う
、
理
に
従

て
如
と
名
づ
く
、
智
に
従
っ
て
來
と
名
づ
く
る
は
即
ち
報
身
の
如
來
な
り
〕（
法
華
文
句
）
盧
舎
那
と
名
け
、
此
に
は
浄
満
と
翻
す
と
釈

せ
り
。

此
は
如
如
法
性
の
智
、
如
如
真
実
の
道
に
乗
じ
て
妙
覚
究
竟
の
理
智
法
界
と
冥
合
し
た
る
時
理
を
如
と
名
く
。
智
は
来
也
。」

「
曽
谷
殿
御
返
事
」

昭
和
定
本
一
二
五
三
頁

「
そ
れ
法
華
経
第
一
方
便
品
に
云
く
﹇
諸
仏
の
智
慧
は
甚
深
無
量
な
り
云
云
。〕
釈
し
て
云
く
﹇
境
淵
無
辺
な
る
が
故
に
甚
深
と
云

い
、
智
水
測
り
難
き
が
故
に
無
量
と
云
う
。〕
抑
此
の
経
釈
の
心
は
仏
に
な
る
道
は
豈
に
境
智
の
二
法
に
あ
ら
ず
や
。
さ
れ
ば
境
と
云
う

は
万
法
の
体
を
云
い
、
智
と
云
う
は
自
体
顕
照
の
姿
を
云
う
也
。
而
る
に
境
の
淵
ほ
と
り
な
く
ふ
か
き
時
は
、
智
慧
の
水
な
が
る
ゝ
事

つ
ゝ
が
な
し
。
此
の
境
智
合
し
ぬ
れ
ば
即
身
成
仏
す
る
也
。
法
華
以
前
の
経
は
、
境
智
各
別
に
し
て
、
而
も
権
教
方
便
な
る
が
故
に
成
仏

せ
ず
。
今
法
華
経
に
し
て
境
智
一
如
な
る
間
、
開
示
悟
入
の
四
仏
知
見
を
さ
と
り
て
成
仏
す
る
也
。（
中
略
）此
の
境
智
の
二
法
は
何
物

ぞ
。
但
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
也
。
此
の
五
字
を
地
涌
の
大
士
を
召
出
し
て
結
要
付
属
せ
し
め
給
う
。
是
を
本
化
付
属
の
法
門
と
は
云

う
也
。（
中
略
）既
に
上
行
菩
薩
釈
迦
如
来
よ
り
妙
法
の
智
水
を
受
て
、
末
代
悪
世
の
枯
槁
の
衆
生
に
流
れ
か
よ
は
し
給
う
。
是
れ
智
慧
の

義
也
。
釈
尊
よ
り
上
行
菩
薩
へ
譲
り
与
へ
給
う
。
然
る
に
日
蓮
又
日
本
国
に
し
て
此
の
法
門
を
弘
む
。」

佛
の
成
道
は
、
法
身
の
境
に
報
身
の
智
慧
が
冥
合
す
る
成
佛
で
あ
っ
た
が
、
衆
生
を
こ
れ
に
準
え
る
と
、
法
身
は
佛
性
と
し
て
本
来
備

わ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
報
身
の
智
慧
で
あ
る
題
目
を
「
以
信
代
慧
」
と
し
て
唱
題
受
持
す
る
事
に
よ
り
、
佛
性
の
境
に
題
目
の
智
慧
が

冥
合
し
て
成
佛
す
る（「
境
智
合
し
ぬ
れ
ば
即
身
成
仏
す
る
也
」）と
考
え
ら
れ
る
。

法
界
に
遍
満
し
て
い
る
法
身
の
理
境
を
佛
か
ら
衆
生
へ
つ
な
が
る
「
真
実
の
道
」
と
し
て
、
題
目
の
功
徳
で
あ
る
智
慧
が
こ
の
道
に



─ ─

「
乗
じ
て
」
来
る
こ
と（「
智
は
来
也
」）で
、
衆
生
個
々
の
佛
性
と
こ
の
智
慧
が
冥
合
し
て
成
佛
す
る
。
即
ち
、
法
界
に
遍
満
す
る
法
身
を

媒
体
と
し
て
、
衆
生
に
佛
慧
が
譲
与
さ
れ
る
こ
と
が
、
唱
題
受
持
の
成
佛
と
考
え
ら
れ
る
。

「
曽
谷
殿
御
返
事
」
で
は
、
法
界
に
遍
満
す
る
法
身
の
境
を
広
大
な
淵
に
譬
え
、
報
身
の
智
慧
で
あ
る
題
目
の
佛
慧
を
こ
の
淵
に
沿
っ
て

流
れ
る
水
に
譬
え
て
「
上
行
菩
薩
釈
迦
如
来
よ
り
妙
法
の
智
水
を
受
て
、
末
代
悪
世
の
枯
槁
の
衆
生
に
流
れ
か
よ
は
し
給
う
。
是
れ
智
慧

の
義
也
。」
と
、
釈
迦
佛
よ
り
題
目
の
佛
慧
の
付
属
を
受
け
た
上
行
菩
薩
の
末
法
衆
生
へ
の
下
種
を
説
か
れ
て
い
る
。
法
身
の
理
境
に

沿
っ
て
題
目
の
佛
慧
が
上
行
菩
薩
か
ら
衆
生
へ
と
下
種
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

智

報
身

○
佛
の
成
道

｜
境
智
冥
合

成
佛

――――

境

法
身

智

報
身

題
目

以
信
代
慧

○
衆
生
の
成
佛

｜
唱
題
受
持

境
智
冥
合

成
佛

――――

境

法
身

佛
性

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
昭
和
定
本

七
一
二
頁

「
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
、
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
。
仏
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
ぜ
ず
、
所
化
以

て
同
体
な
り
。
此
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
、
三
種
の
世
間
也
。」
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衆
生
の
佛
性
の
境
、
題
目
の
智
慧
は
、
三
身
即
一
の
釈
迦
牟
尼
佛
の
法
身（
境
）、
報
身（
智
慧
）と
同
一
で
あ
る
故
に
、
唱
題
受
持
し
境

智
冥
合
の
悟
り
を
得
る
と
、
法
界
に
遍
満
す
る
釈
迦
牟
尼
佛
と
「
同
体
」
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
。
娑
婆
国
土
に
遍
満
す
る
法
身
佛

自
体
が
円
教
浄
土
の
常
寂
光
土
で
あ
り
、
佛
慧
を
得
る
こ
と
に
よ
り
法
身
の
境
が
認
識
さ
れ
、
娑
婆
即
寂
光
の
浄
土
と
な
る
。

「
日
女
御
前
御
返
事
」

昭
和
定
本
一
三
七
五
頁

「
龍
樹
・
天
親
等
、
天
台
・
妙
楽
等
だ
に
も
顕
し
給
は
ざ
る
大
曼
荼
羅
を
、
末
法
二
百
余
年
の
比
、
は
じ
め
て
法
華
弘
通
の
は
た
じ
る
し

と
し
て
顕
し
奉
る
な
り
。（
中
略
）さ
れ
ば
首
題
の
五
字
中
央
に
か
か
り
、
四
大
天
王
は
宝
塔
の
四
方
に
坐
し
、
釈
迦
・
多
宝
・
本
化
の
四

菩
薩
肩
を
並
べ
、（
中
略
）
此
等
の
仏
・
菩
薩
・
大
聖
等
、
総
じ
て
序
品
列
坐
の
二
界
八
番
の
雑
衆
等
、
一
人
も
も
れ
ず
。
此
御
本
尊
の

中
に
住
し
給
う
、
妙
法
五
字
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
て
本
有
の
尊
形
と
な
る
。
是
を
本
尊
と
は
申
す
也
。」

「
曽
谷
殿
御
返
事
」
（
前
掲
）

「
境
と
云
う
は
万
法
の
体
を
云
い
、
智
と
云
う
は
自
体
顕
照
の
姿
を
云
う
也
。（
中
略
）此
の
境
智
合
し
ぬ
れ
ば
即
身
成
仏
す
る
也
。（
中

略
）此
の
境
智
の
二
法
は
何
物
ぞ
。
但
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
也
。」

大
曼
荼
羅
本
尊
の
題
目
は
、「
妙
法
五
字
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
て
本
有
の
尊
形
と
な
る
。」
と
、
光
明
点
を
以
て
書
き
表
さ
れ
る
が
、
こ

の
「
妙
法
五
字
の
光
明
」
と
は
、「
智
と
云
う
は
自
体
顕
照
の
姿
を
云
う
也
。」
即
ち
、
境
を
証
し
て
照
ら
し
顕
す
智
慧
の
光
明
で
あ
り
、

題
目
の
佛
慧
が
十
界
の
諸
尊
を
境
と
し
て
証
し
照
ら
し
顕
す
様
相
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
曼
荼
羅
本
尊
は
、
題
目
の

佛
慧
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
衆
生
成
佛
の
相
を
虚
空
会
の
説
相
に
合
わ
せ
て
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
撰
時
抄
」

昭
和
定
本

一
〇
五
三

五
四
頁

「
余
に
三
度
の
か
う
み
や
う
（
高
名
）
あ
り
。

一
に
は
去
し
文
応
元
年
﹇
太
歳
庚
申
﹈
七
月
十
六
日
に
立
正
安
国
論
を
最
明
寺
殿
に
奏
し
た
て
ま
つ
り
し
時
、（
略
）

二
去
し
文
永
八
年
九
月
十
二
日
申
時
に
平
左
衛
門
尉
向
云（
略
）

第
三
去
年
﹇
文
永
十
一
年
﹈
四
月
八
日
左
衛
門
尉
語
云
、（
略
）

此
の
三
の
大
事
は
日
蓮
が
申
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
只
偏
に
釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
か
わ
せ
給
け
る
に
や
。
我
身
な
が
ら
も
悦
び
身
に

あ
ま
る
。
法
華
経
の
一
念
三
千
と
申
大
事
の
法
門
は
こ
れ
な
り
。

経
に
云
、
所
謂
諸
法
如
是
相
と
申
は
何
事
ぞ
。
十
如
是
の
始
の
相
如
是
が
第
一
の
大
事
に
て
候
へ
ば
、
仏
は
世
に
い
で
さ
せ
給
。
智
人
起

を
し
る
、
蛇
み
づ
か
ら
蛇
を
し
る
と
は
こ
れ
な
り
。
衆
流
あ
つ
ま
り
て
大
海
と
な
る
。
微
塵
つ
も
り
て
須
弥
山
と
な
れ
り
。

日
蓮
が
法
華
経
を
信
始
し
は
日
本
国
に
は
一

一
微
塵
の
ご
と
し
。
法
華
経
を
二
人
・
三
人
・
十
人
・
百
千
万
億
人
唱
え
伝
う
る
ほ
ど

な
ら
ば
、
妙
覚
の
須
弥
山
と
も
な
り
、
大
涅
槃
の
大
海
と
も
な
る
べ
し
。
仏
に
な
る
道
は
此
よ
り
ほ
か
に
又
も
と
む
る
事
な
か
れ
。」

「
波
木
井
殿
御
書
」

昭
和
定
本
一
九
二
九
頁

「
末
法
に
法
華
経
の
行
者
は
人
に
怨
ま
れ
て
か
ゝ
る
難
有
べ
し
、
と
仏
説
給
て
候
へ
ば
、
偏
に
釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
せ
給
て
こ

そ
候
へ
。
さ
れ
ば
我
身
な
が
ら
悦
身
に
余
れ
り
。
日
蓮
は
日
本
の
大
難
を
払
、
国
を
持
べ
き
日
本
国
の
柱
也
。（
中
略
）国
の
恩
を
報
ぜ
ん

が
た
め
に
国
に
留
り
三
度
は
諌
べ
し
。」

唱
題
受
持
を
続
け
、
己
心
に
佛
慧
を
定
着
さ
せ
る
事（「
釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
か
わ
せ
給
け
る
」）に
よ
り
、
自
己
を
媒
介
に
佛
意

（
三
度
の
諫
暁
）を
現
実
世
界
に
顕
現
さ
せ
る
事
が
可
能
と
な
る
。
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「
一
念
三
千
は
九
界
即
仏
界
、
仏
界
即
九
界
と
談
ず
。」

「
撰
時
抄
」

昭
和
定
本

一
〇
〇
三
頁

日
蓮
聖
人
は
、
一
念
三
千
の
構
成
要
素
の
中
で
十
界
互
具
を
重
視
さ
れ
た
が
、
更
に
胆
略
化
さ
れ
人
界
に
佛
界
を
具
す
こ
と
で
一
念
三
千

が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

事
の
一
念
三
千
の
法
門
は
、
唱
題
受
持
し
て
己
心
に
佛
慧
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
己
心
に
佛
界
を
具
す
事
と
、
こ
れ
を
基
盤
と

し
て
自
己
を
媒
介
に
法
華
経
を
弘
通
し
て
現
実
世
界
に
佛
界
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
唱
題
受
持
し
て
自
己
の
内
と
外
に
佛

界
を
形
成
し
て
い
く
事
で
あ
ろ
う
。

個
人
の
成
佛（
菩
薩
化
）

自
利

内

己
心
具
仏
界
「
釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
か
わ
せ
給
」

事
の
一
念
三
千

佛
慧

題
目

唱
題
受
持

――――
外

人
界
具
佛
界
「
三
度
の
諫
暁
」

↓
利
他

「
法
華
経
を
二
人
・
三
人
・
十
人
・
百
千

浄
佛
国
土

万
億
人
唱
え
伝
う
る
ほ
ど
な
ら
ば
、

（
国
土
全
体
の
成
佛
）

妙
覚
の
須
弥
山
と
も
な
り
」

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
昭
和
定
本

七
一
九
頁

「
今
末
法
の
初
、
小
を
以
て
大
を
打
ち
、
権
を
以
て
実
を
破
し
、
東
西
共
に
之
を
失
し
天
地
顛
倒
せ
り
。
迹
化
の
四
依
は
隠
れ
て
現
前
せ
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ず
。
諸
天
其
の
国
を
弃
て
之
を
守
護
せ
ず
。
此
の
時
、
地
涌
の
菩
薩
始
て
世
に
出
現
し
、
但
だ
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て
幼
稚
に
服
せ

し
む
。
因
謗
堕
悪
必
因
得
益
と
は
是
也
。」

法
華
経
神
力
品
で
四
菩
薩
を
代
表
と
す
る
地
涌
の
菩
薩
に
釈
尊
が
妙
法
五
字
を
付
属
し
た（
結
要
付
属
）。

宗
祖
は
、
こ
の
地
涌
の
菩
薩
の
自
覚
に
立
ち
、
妙
法
五
字
の
題
目
を
世
間
に
広
め
ら
れ
た
。
こ
の
様
に
、
法
華
経
所
説
の
世
界
を
現
実
に

再
現
す
る
事
が
、
自
己
の
外
に
仏
界
を
形
成
す
る
事
で
あ
ろ
う
。

「
曽
谷
殿
御
返
事
」（
前
掲
）

「
此
の
境
智
の
二
法
は
何
物
ぞ
。
但
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
也
。
此
の
五
字
を
地
涌
の
大
士
を
召
出
し
て
結
要
付
属
せ
し
め
給
う
。
是

を
本
化
付
属
の
法
門
と
は
云
う
也
。」

智

報
身

感
応
道
交

受
動
的

○

天

台

釈
迦
牟
尼
佛

境
智
冥
合

處
處
應
現

応
身
の
化
導

――――

――――

境

法
身

智

報
身

題
目

以
信
代
慧

能
動
的

○

宗

祖

釈
迦
牟
尼
佛

唱
題
受
持

菩
薩
の
化
導（
題
目
下
種
）

――――

――――

境

法
身

佛
性

（
衆
生
の
菩
薩
化
）
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久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
は
、
境
智
冥
合
し
応
身
の
応
現
す
る
基
盤
と
し
て
、
法
界
に
遍
満
し
て
存
在
し
て
い
る
。

天
台
の
理
論
で
は
、
こ
の
佛
と
の
感
応
道
交
に
よ
り
、
応
身
が
「
處
處
應
現
」
し
、
衆
生
を
化
導
す
る
の
を
待
つ
訳
で
あ
る
が
、「
迹

化
四
依
隠
不
現
前
」
の
末
法
に
お
い
て
宗
祖
は
、
釈
尊
よ
り
地
涌
の
菩
薩
に
付
属
さ
れ
た
題
目
の
佛
慧
を
自
ら
受
持
し
、
法
華
経
弘
宣
流

布
、
題
目
下
種
の
化
導
を
行
わ
れ
た
。

「
報
身
智
慧
上
冥
下
契
」
の
三
身
説
に
よ
れ
ば
、
報
身
の
智
慧
が
応
身
を
媒
介
と
し
て
現
実
世
界
に
化
導
す
る
訳
で
あ
る
が
、
宗
祖
に

お
い
て
は
、
報
身
の
智
慧
は
、
題
目
に
納
め
ら
れ
、
こ
れ
を
付
属
さ
れ
た
地
涌
の
菩
薩
を
媒
介
と
し
て
現
実
世
界
に
化
導
し
た
と
い
う
事

に
な
る
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
通
り
、
日
蓮
聖
人
の
唱
題
成
佛
論
は
、
天
台
の
佛
身
論
を
応
用
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。


